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～～

～
謹んで初春のおよろこびを申しあげます。皆さまお揃いで、すがすがしい新年をお迎え

のこととよろこんでおります。
いよいよ平成１９年の幕開け。暗い情報の中にも、新宮様のご誕生で日本国列島が明るく

よろこびに包まれました。
政界は、新内閣の発足に伴い、看護連盟が支援している議員の役職が次のとおり発表さ

れました。
清水嘉与子先生

＜参 議 院＞厚生労働委員会委員 少子高齢社会に関する調査会長
＜自由民主党＞高齢者特別委員長ほか
南野知惠子先生

＜参 議 院＞厚生労働委員会・予算委員会委員 経済・産業・雇用に関する調査会理事
＜自由民主党＞総務会副会長ほか
あべ俊子先生

＜衆 議 院＞文部科学委員会委員
＜自由民主党＞教育・文化・スポーツ関係団体副委員長ほか
以上のとおり、看護協会・看護連盟が組織で支えた先生方が、大奮闘されていることを

誇りに思う次第であります。

�組織で支えよ 松原まなみ先生
会員一人ひとりが自身の役割を更に認識する。
看護界の諸問題は組織力で解決することができる。

�継続してベッドサイドから政治を変えることができる。
�やる気・本気・根気で取り組むことができる。
�これまで学んだことが実践できる。

� 何が何でも健康が第一。目標達成に向けて会員一人ひとりが、いま、それぞれの立場
で「何をすべきか」。自問自答して亥の歳にふさわしく突進しましょう。

松原まなみ先生は組織のために大切な先生です。全会員に、松原まなみ先生の声が届い
ていることを信じ、ますますのご健康とご活躍を祈念してごあいさつと致します。

――組織で支えよ 松原まなみ先生を――
水仙の花咲く日

平成１９年元旦
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長崎県看護連盟会長 山 口 ミユキ

�平成１９年の大目標
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～ ベッドサイドの�
問　題�

解決のために�
必要な法律を変えるための�

根拠ある主張�

政治力を発揮する�

政策提言活動�
看護協会�

看護協会は�
1.国の保健医療福祉に関する諸検討�
会に委員として出席しています。�

2.毎年、看護政策をまとめた要望書を�
政府に提出しています。�

政治活動�
看護連盟�

看護連盟は�
1.看護協会の提言する看護政策実現�
のために政策決定の場である国政�
・地方議会に代表をおくります。�

2.代表議員が看護問題の解決を政策�
決定の場で進展させるための支援�
をしています。�

輝かしい新年をお迎えのことと存じます。

昨年の医療・介護の報酬改定はその現場はもとより社会にも大きな波紋を与え、真に変

革の時代に入りました。看護職はこの時を逃さず社会にものを言っていくことです。

診療報酬に私たちが希望する７：１入院基本料が新設されましたが、一方では新卒看護

師が１割も辞めている現状があり、このことは早急に改善しなければなりません。そのた

めには看護基礎教育を４年以上にすることが先の総会で決議されました。これからは国の

看護教育制度として新卒者の卒後研修とともに国会を通過させることです。

日本看護協会は国会で発言するために、教育・臨床・地域看護・母子保健を熟知されて

いる元福岡県立大学教授の「松原まなみ」先生を推薦しました。

今年は、その年です！ 協会・連盟が協力してその目的を達成しましょう。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶
長崎県看護協会長 荒 木 宣 代

看護協会と
看護連盟

看護協会と看護連盟は役割を分担しながら

協同して活動し問題解決をはかります。
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明けましておめでとうございます。
昨年は小泉総理の改革路線を引き継いで誕生した安倍総理が、就
任早々の訪中・訪韓で硬直していた関係を修復され、また長年の懸
案だった教育基本法を改正させるなど目に見える成果を挙げられま
した。安倍総理には、マスコミの伝える国民の支持率の動向にとら
われることなく、自信を持って日本国の舵取りをお願いしましょう。
いよいよ人口減少時代に入り、社会保障制度全般の見直し作業も
スピードを増して進められています。看護職にとっては医療施設内
ではもちろんのこと、福祉施設や地域における需要も拡大傾向が続
くものと思われます。人口減少時代に貴重な存在となる看護職のた
ゆまぬ資質の向上と、育児をしながらでも働き続けることができる
ような環境づくりが急務です。今年の夏は看護連盟の真価が問われ
る選挙が行われます。松原まなみさんに是非バトンタッチしてもら
いたいと思います。ご支援をよろしくお願い申し上げます。

参議院議員

清水嘉与子

新新
年年
のの
ごご
ああ
いい
ささ
つつ

長崎県看護連盟の皆様方におかれましては、健やかな新年をお迎
えのこととお慶び申し上げます。
９月に安倍晋三新内閣が発足し、９月２６日から１２月１５日まで８１日
間にわたり第１６５回臨時国会が開催されました。臨時国会では、前
国会から積み残された教育基本法改正法案や臓器移植法改正案、感
染症法改正案など多くの法案を抱え、あべは引き続き文部科学委員
として審議に参加しました。特に、臓器移植法改正については、公
明党の斉藤鉄夫先生らと提案者の一人として、衆議院法制局との打
合せや議員を対象とした勉強会の開催など、この案の審議入りに備
え準備を重ねてまいりました。
おかげさまで衆議院議員も２年目を迎えました。引き続き現場主
義をつらぬき、直接皆様からのお声を聞かせていただくため視察と
対話を重ねていく所存です。今後とも皆さまの忌憚ないご意見を国
政におよせ下さいますようご指導のほどお願いいたします。

衆議院議員

あべ俊子

明けましておめでとうございます。
戌年から亥年にバトンタッチされ、私にとっては６度目の亥年が
廻って来ました。今年も皆様方の御支援、旧に倍してよろしくお願
い申し上げます。
“六度目の亥年めぐりて新たなる
願いの成就に努力するのみ”
戌年の反省の上に、今年に課せられた課題の解決に向け頑張りま
す。少子高齢社会をとりまく諸問題、いじめ、虐待対策等を含め、
助産、看護、介護等、私のモットーとする「強めよう愛の絆 支え
合おう健康なくらし」の課題に取り組みます。また大切な選挙の年
です。目的に向って努力します。１２月７日、モンゴルで、国民保健
及びヘルス分野への貢献を評価され、モンゴル国保健省名誉賞とし
て、メダル及び証書がグンダライ保健大臣より与えられました。
多くの方々に支えられ今年も元気で頑張ります。どうぞよろしく
お願い申し上げます。

参議院議員

南野知惠子
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新年明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれ

ましては、よき年をお迎えのこととお慶びいたします。

私、松原まなみは、この夏の参議院選挑戦を決意し、昨年５

月より各県の会員の皆様のもとへご挨拶に伺わせていただいて

おります。昨年末までに３８県に伺いました。９－１０月に長崎県

にお伺いしました際には、会員の皆様の「看護の生の声」をお

聞かせいただき、充実した時間を過ごすことができました。あ

りがとうございました。

さて、看護の問題に目を向けますと、基礎教育期間延長や卒

後研修制度化などの教育問題、看護職員の離職防止・潜在看護

職の再就職支援などのマンパワーの確保と早急に解決すべき課

題が山積しております。これらの問題に正面から取り組み、現

場の声を国政の場に届け、看護の発展に貢献できるよう日々、

精進する所存でございます。今年はいろいろな新しい業務が加

わり、多忙を極めることになりそうですが、参院選には必ず勝

利する決意で全力を注いでまいります。本年も皆様にとって素

晴らしい年となりますよう祈念いたしております。

長崎県には、５月上旬にまたお伺いできる予定です。皆様に

お目にかかれるのを楽しみにしております。

松 原 まなみ

長崎県看護連盟会員の皆様へ
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「平成１９年は行動の

年 アンフィニＡの

総力で 大輪の花を

咲かせましょう。」

県南地区第四支部 支部長 林田 英子

アンフィニＡ会員
の皆さん、やる気
いっぱいの人と本気
で取り組む人と、
しっかり両手をつな

ぎましたか。
目的達成のその日まで、根気強く、
熱い力を送り続けましょう。
県北地区第一支部 支部長 薬王寺和子

日頃より連盟活動
にご協力いただきあ
りがとうございます。
今年は選挙の年で
す。私達の代表松原

まなみさんを国会へ送り安心安全な
看護の実現にむけて、一致団結しま
しょう。そのためにはアンフィニＡ
会員の皆様のサポートが必要です。
是非会員の皆様お声をかけていただ
き、確実に応援していただけるよう
にフォローをお願いします。
県南地区第一支部 支部長 浦瀬 妙子

一人の行動をみん
なの行動に、そして
行動をみんなの力に
しましょう。
“本気”“やる気”

“根気”もう一つ“元気”で頑張り
ましょう
県央地区第三支部 支部長 濱崎 徳彦

２００７年新春おめで
とうございます。
私たち看護職が誇
りを持って仕事がで
きる、環境改善のた

めに看護の代表者「松原まなみ」さ
んの、上位当選をめざし県北第二支
部会員一同、やる気・本気・根気で
一気に猪突猛進しましょう。
県北地区第二支部 支部長 吉村津弥子

明けましておめで
とうございます。
日頃より看護連盟
活動にご協力頂きあ
りがとうございます。

“リフォーム連盟”いよいよ今年
は、大きな試練の年、参議院選挙に
向けて地区支部としての輪を大きく
広げていきましょう。
組織強化のための仲間づくりと、
組織代表を支援するためのアンフィ
ニＡ会員の拡大を目指して、一緒に
頑張りましょう。
あなたの近くにアンフィニＡ会員
になっていない人はいませんか。ぜ
ひ１人ひとりに声を掛け合って下さ
い。
お互いに“両手をつないだら”ま
たその人が“両手を広げて”、“つな
いだ手”は選挙の“投票行動”まで
声をかけ続けましょう。
ベッドサイドから政治を変えるの
はあなた自身です。
１つの力を“３倍に”また“その
倍”につなげて、政治を動かす大きな
力と、未来につながる看護職を自分
たちの手で築きあげていきましょう。
“まっすぐな”“なせばなる”“み
らい”に向かってＧＯ�

県央地区第一支部

支部長 伊達 信子

五島は会員が少な

くて、他の支部の会

員の方々にご迷惑を

お掛けしております。

オンブにダッコの罪ほろぼしのため、

せめて参議院の選挙の得票で頑張る

つもりです。来年７月までは必死に

努力いたします。

離島地区五島支部 支部長 藤 和枝

会員の皆様、あけ

ましておめでとうご

ざいます。

いよいよ私達の職

能団体が社会より評価をうける年と

なりました。

施設リーダー、連絡員の方々を中

心に、会員一人一人の力を結集し、

松原まなみさんを国政の場へ送り出

しましょう�
県南地区第二支部 支部長 久米 春代

看護の現場を変え

るのはあなたの一票

しかありません。

自分のため家族の

ため患者さんのため、今度こそ投票

に行ってみませんか。

県央地区第二支部 支部長 星田美恵子

新年明けましてお

めでとうございます。

２００７年、平成１９年�

いよいよ選挙の年で

す。「リフォーム連盟」の成果がと

われる時です。アンフィニＡの連盟

会員の皆様、貴方が昨年お声をかけ、

登録された大切なお二人を覚えてい

ますか？もう一度確認して、もう一

度声かけをしましょう。そしてアン

フィニの輪を広げていきましょう。

今年はイノシシ年です。７月に向

けて一緒に突進しましょう！

県南地区第三支部 支部長 松本不二子

各 支 部 長 よ り
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足りない！�足りない！�

危ない！�危ない！�

もったいない！�もったいない！�

�看護基礎教育の枠組み「高卒＋３年」は６０年間
変わらない

�しかし教育内容と教育時間は大きく変わった。
実質教育時間数は３分の２に、１分野あたり実

習時間は７分の１に。教育時間が足りない。

�看護基本技術１０３項目中、入職時に「ひとりで
できる」のは４項目だけ⇒看護現場で求められ

る能力とのギャップ

�新人看護職員の６割は、医療事故につながる「ヒ
ヤリ・ハット」レポートを書いたことで仕事を

続けていけないと悩む

�病院の新卒採用看護職員のうち、９．３％が１年
以内に離職

�新卒看護師の推計年間離職数は看護師養成所
１４０校分

�新人指導担当者も“共倒れ離職”

看
護
師
の
基
礎
教
育
を「
４
年
制
」に
�

新
卒
看
護
職
員
の
臨
床
研
修
の
制
度
化
を
�
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リーダー研修会報告

会　員�

日本看護連盟（本部）�

�

長崎県看護連盟�

�

各支部長�

�

施設リーダー�

�

施設連絡員�

�

会　員�

役 割

問題点

対 策

●テーマ

施施設設リリーーダダーー、、施施設設連連絡絡員員のの役役割割

�ミニ研修会、昼休み３０分行っている
�アンフィニＡ会員は、パソコンで管理している
�休憩時間に立候補予定者を紹介

�若いスタッフの参加が少なく、メ
ンバーが決まっている

中堅以上ばかりが目だっている

�若い人の政治離れ、候補予定者名
（連盟より国会へ送る）を知らない

�連盟の活動がわかっていない。会
費を支払っている意味がわかっていない

�出前研修を積極的に行い色々な人に直接傾聴して
もらう。特に新人教育の時、取り入れてほしい。

�施設連絡員が選挙の必要性を十分理解し、獲得票
数の意義の重要性を説明する

�ホームページや連盟だよりなどの紹介を積極的に
行い、スタッフ全員に目を通してもらい連盟活動

の内容を理解してもらう

施設リーダーの役割

１．施設リーダーは約３０人を１単位としてまとめる

１．チーム全体を把握し連盟活動の理解を深める

１．支部長や施設連絡員との連絡を密にとり会員へ

の伝達を確実なものにしていく

連絡員の役割

１．施設リーダーの

伝達を確実に会

員へ伝える

１．連盟活動を理解

し会員と共に行動する

あけましておめでとうございます。

いよいよ今年は参議員選挙、一致団結して頑張りましょう。

広報委員は、今年もがんばります。

ご意見どんどんお寄せ下さい

広報委員 金澤、本田、中嶋

本村、野口

編

集

後

記

リリーーダダーー研研修修会会報報告告連盟活動の伝達
県南地区第二支部

組 織 作 り
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